












































































































































































































































































































































































  1 「て形の特別用法」と呼べるものとして「ている：残って―／読んで―／食べて―／開いて―／
勉強して―／見て―／光って―／鳴って―」「てくる：降って―／強くなって―／見て―」「てく
ださい：走って―」の例もあるが、これらは 13課の学習項目である。
  2 入校時の原稿段階のページ数。以下、同じ。
  3 「爆発しないように起爆装置を外してしまう」「出かける前に食事を済ませてしまおう」が例文と
して挙げられている。
  4 「お隣の奥さんがね、来ちゃったんですよ。具合悪いわ」「ちょっと小さすぎてしまった」「いつ
までも泣いていると、狼に食われてしまうよ」が例文として挙げられている。
  5 本論で取り上げた、森田（1989）の二つの用法は、それぞれ、グループ・ジャマシイ（1998）の
「1V–てしまう＜完了＞」と「2 V–てしまう＜感慨＞」に該当する用法であると考えてよいであ
ろう。









  7 川口（2004a）の参考文献欄にあるものを参照されたい。
  8 「働きかける表現」と「語る表現」の概念については、川口（2004a）pp. 29–33、川口（2004b）
pp. 62–65参照。
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日本語教科書における「会話」とは何か
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